
仕様表/構造図

株式会社ダイキアクシスプラスチック製浄化槽の品質マネジメント
システムは松山本社および研究開発センター・松山工場・津島工場・
信州工場・福島工場において、ISO9001の認証を受けています。

当社製品の設置工事や使用方法、維持管理などについては、付属の要領書、説明書等に詳しく
記載されています。これらをよくお読みのうえ、正しく設置や使用、管理を行ってください。

本カタログの記載内容に関する留意事項
改良のため、予告なく製品の仕様や形状、色などを変更する場合があります。ご了承ください。

安全に関するご注意

最新の企業情報及びお問い合わせ方法については、
右記の二次元コードからご確認いただけます。

東証スタンダード市場〈コード：4245〉
URL https://daiki-axis.com/

Home Contact

この印刷製品は、環境に
配慮した資材と工場で
製造されています。
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DDY-K型 [  下水道地域用 ]

戸建住宅用

ＤＤＹ-Ｋ型
下水道地域用

[ 処理対象人員：５人 ]

ディスポーザ排水処理システム

ＤＳＪ型
ディスポーザ対応型浄化槽浄化槽地域用

[ 処理対象人員：５～１０人 ]
高度処理タイプ

A-38E/S2500
2026年６月作成

ディスポーザ対応型浄化槽・排水処理システムの設置可能地域は、最寄りの事業所または、HPの専用フォームよりお問い合せください。

※１ マンホール上端からの寸法。　※２ マンホール（プラスチック製）、担体を含んだ総重量（目安）。

※１ マンホール上端からの寸法。　※２ マンホール（プラスチック製）、担体を含んだ総重量（目安）。

平面図
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断面図

断面図

ディスポーザ本体のみの単独設置は条例などで原則禁止されています。必ず専用の排水処理装置とのセットで設置してください。
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［こんなに変わる! !ディスポーザ設置の３大メリット］

河川へ放流 下水道へ放流

ＤSJ型 
浄化槽地域用 下水道地域用 

ＤＤＹ-Ｋ型 

破砕された生ゴミは

ディスポーザ
排水処理
システムへ

ディスポーザの操作はこんなに簡単。もちろん自動停止機能など安全対策も万全！

“便利”も“清潔”もあなたの想像以上。その上、環境にも優しい。

ディスポーザ
排水が処理できる
戸建用浄化槽は
DSJ型
だけ！
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ディスポーザ対応型浄化槽

■ 国土交通大臣認定品
■ 全浄協登録品
■ FRP評定取得品（5・7人槽）
■ 環境配慮型浄化槽適合機種（ 〃 ）

■ （公社）日本下水道協会規格
　 JSWAS K-18 適合品
■ 平成25年3月版
　 「ディスポーザ排水処理システム
　 性能基準（案）」適合品
　 ◇適合評価番号：DS-TR-004
　 ◇製品認証番号：DT0415

[ 処理対象人員：５～１０人 ] [ 処理対象人員：５人 ]

ディスポーザ排水処理システム

放流水質〈mg/ℓ以下〉 放流水質〈mg/ℓ以下〉

ディスポーザ排水処理システム ご注意！
ディスポーザの
単独設置は

条例などで禁止
されています。

浄化槽地域では、ディスポーザ対応浄化槽DSJ型により、ディス
ポーザ排水を含めた全ての生活排水を処理して、一般的な浄化槽
よりもきれいな水にして、河川へ流すことができます。

下水道地域では、DDY-K型により、ディスポーザ排水とキッチン
排水を合わせて浄化し、下水排除基準を優にクリアする処理水に
して、下水道へ流すことができます。

ＤＤＹ-Ｋ型 ＤSJ型 

ディスポーザを取り付ける際は、必ず専用の排水処理システムを設置しなければなりません。
破砕した生ゴミが混ざったディスポーザ排水は、通常のキッチン排水よりも汚れの負荷量が
はるかに多く、そのまま一般的な浄化槽や下水道に流すことができないためです。

ディスポーザは快適な

キッチンスタイルを

実現します。

ディスポーザ取り付け例

※イメージ

ディスポーザの仕組み

処理対象
残飯、調理くず（野
菜、果物、肉、魚肉・
皮・小魚の骨、手羽元
などの鳥の骨、海藻
類）、パン、麺、菓子 
等

処理対象外
骨・殻（牛・豚の大きな骨
や皮、卵殻、大きな貝殻、
カニ・エビの殻）、トウモ
ロコシ・栗皮、金属、ガラ
ス、プラスチック、ビ
ニール、紙 等

ディスポーザで処理できるもの／できないもの

※詳しくは、お使いになるディスポーザ本体の取扱説明書等でご確認ください。

ディスポーザは、調理で発生する生ゴミを簡単
かつ、安全に破砕し、キッチン排水と混ぜて排出
できます。これによって悪臭、ヌメリ、害虫（ハエ
やゴキブリなど）の発生を大幅に抑制できるの
で、常にキッチンを清潔に保つことができます。
ディスポーザがあれば、生ゴミはいつでも処理で
きてシンクやゴミ箱に溜める必要がなく、面倒
な集積場へのゴミ出しも楽になります。

■ フローシート ■ フローシート

自 動 生 ゴ ミ 処 理 機

フタスイッチを
『ON』にする

フタスイッチを
『OFF』にする

生ゴミを
入れる1 水を出す3投入口に

フタをする2 4 5 6

※上記操作手順は、推奨メーカーの標準的な手動給水タイプのイメージです（破砕5回に1回、詰まり防止・ヌメリ取りのため自動洗浄を行います）。

ON

OFF

破砕（＋洗浄）後
水を止める

手順
動画は
こちら

調理しながら生ゴミを処理。
シンクの悪臭やヌメリを
根本から断つ。

重くて水気のある
生ゴミ袋を持ち運ぶ
ストレスを解消。

餌となる生ゴミがないから、
コバエやゴキブリなどの
害虫が寄り付かない。

調理しながら生ゴミを処理。
シンクの悪臭やヌメリを
根本から断つ。

重くて水気のある
生ゴミ袋を持ち運ぶ
ストレスを解消。

餌となる生ゴミがないから、
ハエやゴキブリなどの
害虫が寄り付かない。

生ゴミ

ディスポーザ本体

専用排水管へ

調理くずや残飯等の
生ゴミを細かく破砕
処理し、水と一緒に
ディスポーザ専用の
排水処理システムか
対応型浄化槽へ流
して処理します。

※イメージ


